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大学記念センターを通して、東亜同文書院大学の果たした役割を再評価していきたいことを強調された。次いで東亜同文書院大学記念センターの運営委員長である今泉教授が、 設立の経過・主旨の説明を行ったうえ、愛知大学の設立主旨とも合致するセンターの設立が、大学のアイデンティティーにもなるよう努力し いとの抱負を表明された。また、当日の講演者である日本ペンクラブ会長の尾崎秀樹氏は（計画時に）台北帝大在学中ゆえに愛知大学編入を希望したが、理科系学生であったため入学が出来なかったとエピソードを紹介され、あらためて東亜同文書院の建学の精神の国際性を－評価し、愛知大学がそれを生かしていってい だきたいと希望を述べられた。霞山会の近衛通隆会長からは、東亜同文書院を支






本氏は書院 偉大さを知り、書院 愛犬を見守っていきたい、相馬氏か は書院を通して教育の原点を知り、愛知大にはまさに知をする大学になって欲しい、福田氏からは、天安門事件時に中国に居たことから中国への関心が高まり、今回のセンターの設立にも多大な関心をもっている、とそれぞれ述べ 。次いで、今回記念出版された小冊子「東亜同文書院大学と愛知大学」の各執筆者である元ルーマニア特命大使の小崎昌業氏、元
NH
K解説委員の小林一夫氏、元読売新聞社編集委員の釜井卓三氏、文学部藤田教授がそれぞれの執筆意図を開陳された。出席者一向、それぞれ熱い想いを胸に抱きつつ、交歓会を終了した。ホテルの外は名古屋祭りも真最中であり、内外ともに祝賀気分の盛り上がった一日 った。
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